
高梁市総合計画

〇�就学前と義務教育、高校・大学との連携をより密にすることにより、教育効果の向上を図るとともに、
地域の特色を生かしたふるさと学習を地域と一体となって進め、人間力と郷土愛を育む教育の充実に取
り組みます。
〇�吉備国際大学や図書館、公民館等を核として、誰もが楽しみ、触れ合える学習機会の充実を進めるとと
もに、女性や若者、高齢者、障がい者、外国人市民の方など、誰もが居場所と役割を持ち、つながりを
持って支え合う地域づくりに向けた取り組みを、関連する施策の連携により総合的に推進します。

前期基本計画（2021-2025）
重点テーマ：～10年先の高梁を見据えて～

 ①  未来を ①  未来を拓拓
ひ らひ ら

く人づくりの推進く人づくりの推進

〇�市民が将来にわたって、安心して健やかに暮らすことができる地域をつくるため、高梁市医療計画に基
づく持続可能な地域医療体制の構築等、医療、介護、介護予防、生活支援、住まい、健康、交通といっ
た生活の基盤となるサービスが、地域で一体的かつ有効に機能する仕組みづくりを目指します。
〇�市民一人ひとりが自分の健康は自分で守るという意識を高め、生涯を通じた心身の健康づくりを強力に
推進することによって、健康寿命の延伸を図ります。

 ②  健康まちづくりの推進 ②  健康まちづくりの推進

〇�良質な農林水産物等の地域資源を生かし、家庭や地元飲食店、学校給食等での地産地消を進めることで、
生産基盤である農地の保全等につなげます。
〇�地産地消と併せて食文化を見直し、食育を推進することで、市民の健康づくりと家族や地域の絆を強め
ることにつなげていきます。
〇�地域資源を活用した 6次産業化など、新たな価値を創造する産業や地域内でサービスを提供する供給者
の育成に努め、市内での観光消費拡大と地域経済循環を促進します。

 ③  地産地消の推進 ③  地産地消の推進
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